
    


美術館開館20周年記念展


伊藤深水時代の目撃者

10月22日（土）～11月27日（日）


　1898年に東京の深川に生まれた伊東深水は、1949年以降鎌倉市・逗子市で過ごした、湘南地域にゆかりのある日本画家です。

　歌川国芳や鏑木清方（かぶらききよかた）から続く歌川派浮世絵の正統を引き継ぎ、美人画家として一世を風靡（ふうび）しました。

　本展では、長らく所在不明であった「海風」（表紙）や、女性ファッションを提示し時代をリードしたことを物語る「皇紀2602年婦女図」（次ページ）などの初公開の作品を展示します。

　初期から晩年に至る約100点の代表作・優作の展示によって、師である鏑木清方や京都を代表する美人画家上村松園とは一味も二味も異なる作風と生き方を紹介します。




開館時間　午前9時30分～午後5時（入場は午後4時30分まで）

休館日　月曜日

観覧料　一般900円、高校生・大学生500円

　次に該当する方は無料です。

•中学生以下と土曜日の高校生

•65 歳以上の市内在住の方

•各種障がい者手帳の交付を受けた方と付添一人

　美術館のウェブからインターネット割引券をダウンロードできます。また、今回の展覧会では特別に、和服でご来館の方は、団体料金（一般720円など）で観覧できます。

問：美術館　電話：0463-35-2111


[image: 美術館開館20周年マークロゴ]



[image: 美人画の枠で語りきれない伊東深水の魅力]

　美術館の開館20周年記念展として、湘南地域にゆかりのある日本画家伊東深水の展覧会を開催します。この展覧会を担当する勝山滋学芸員が伊東深水の魅力を紹介します。

[image: 伊東深水と女優の水谷八重子（1950年頃）]

▲伊東深水と女優の水谷八重子（1950年頃）



◆〝浮世〟を描いた深水

　浮世絵師の系統を引き継いだ伊東深水。浮世絵とは本来、浮世、つまりその時代を描くものだと、深水は考えていたようです。

　鈴木春信ら、江戸時代の個性的な浮世絵にならい、茶屋の娘や名妓の当時流行した髪型や帯を描きました。また、明治・大正・昭和の時代を象徴する名優や伊豆大島の酪農の女性、洗練された令嬢、戦時中の女性たちの生き生きした姿を描きました。さらに春の梢（こずえ）を愛でる気持ちや夏の暮れに一瞬吹いてくる涼風など、風景の表現で季節感まで的確に写し取っています。そして、戦後発表された明るく堂々とした女性像やその性格まで感じられる肖像画も、日本の発展と重ね合わせて時代の共感を呼びました。




◆現代に通じる新しさ

　①の作品「皇紀2602年婦女図（左）」をご覧ください。どこか違和感を抱きませんか。

　古いような新しいような不思議な服装は、戦時中に深水らが旧厚生省から依頼されて考案した女性の標準服です。和装の布地を生かしながら、男性の国民服ともマッチして、華美にならず動きやすいという、深水の会心のデザインでした。得意の雪景の中、古典のおおらかな構図を念頭に置きながら闊歩（かっぽ）する女性を画面にまとめています。自慢の服装は内側に女性の身体を感じさせる立体感があり、顔や手も単なる美人画とは違います。傘はどうでしょう。傘や靴のデザインにも現代に通じる新しさを感じませんか。

　美人画の狭い枠で語られることを嫌い、現代風俗を見つめ、季節感や空気まで描いた深水。この作品は、浮世を描く画家が時代をリードした一瞬を示していると言えるでしょう。制作は、真珠湾攻撃から2か月後の1942年2月。厳しい世情を生きた女性たちの姿は、2011年の私たちの心に何を語りかけるでしょうか。


[image: 伊東深水展を担当する勝山滋学芸員]

▲伊東深水展を担当する勝山滋学芸員



◆社会派的な一面も

　さかのぼって、明治末から大正初期に、深水は社会の底辺で生活する人々にも目を向けています。「新聞売子」（②）は、自らも苦しい生活を送る深水の共感が感じられます。また、「笠森お仙」（③）は東京の谷中にある笠森稲荷の茶屋娘を疲れた表情で描いています。

　今回の展覧会で、深水の新たな魅力をご覧ください。




◆関連イベント

対談「父を語る」

　女優の朝丘雪路さんが父親である伊東深水を語ります。聞き手は、平塚市美術館の草薙（くさなぎ）奈津子館長です。

　10月23日（日）午後2時～3時。美術館ミュージアムホール。150人（先着順）。当日、整理券を午後0時30分から配布します。

講演会 「伊東深水の芸術」

　講師は、草薙奈津子館長です。

　11月13日（日）午後2時～3時30分。美術館ミュージアムホール。

担当学芸員によるギャラリートーク

　伊東深水展の観覧券を購入し、会場にお越しください。

　10月29日、11月12日・26日の土曜日、午後2時～3時。展示室Ⅱ。



[image: ①皇紀2602年婦女図（左）（1942年）]

▲①皇紀2602年婦女図（左）（1942年）



[image: ②新聞売子（1912年）]

▲②新聞売子（1912年）



[image: ③笠森お仙（1912年）]

▲③笠森お仙（1912年）



[image: 平塚市美術館開館20周年記念番組]

放送日時　10月22日（土）午前9時15分～9時30分

（再放送）11月6日（日）午前11時～11時15分



　女優の朝丘雪路さんが父・伊東深水について語ります。また、展覧会の準備にあたる学芸員の仕事にも密着取材した番組です。映像は、テレビ神奈川で放映のほか、美術館ミュージアムホール（伊東深水展の開催中）、11月から湘南ケーブルネットワーク湘南チャンネルでも放映します。

　また、10月24日（月）から市の広報番組のウェブでもお楽しみいただけます。

問：広報・情報政策課　電話：0463-21-8761



[image: 女優の朝丘雪路さん]




[image: 「また来たいね」の声を聞きたい]

　多くの方に愛される美術館であるために、学芸員は日々趣向を凝らした企画を練っています。平塚市美術館の活動を支える学芸員の仕事を追いました。


[image: ベビーアート]

▲「ベビーアート」で楽しい時間を。作品づくりをきっかけに、人見知りしがちなお子さんが隣のお子さんと急に仲良くなって、お父さん・お母さんが驚くこともあるそうです。





◆これまでにない展覧会をつくる

　平塚市美術館は、全国の美術館を回る巡回展のスタートになることも珍しくありません。これは、その展覧会を中心となって企画しているからです。

　平塚市美術館の学芸員は6人。作品を所蔵する美術館のほか、作家や収集家と直接交渉を重ねて作品を集めています（写真①）。展覧会の準備のために、1年以上前から企画を練り、全国各地を駆け回ります。

　「美術品のやりとりはお互いの信頼関係が大切なんです」と、開館当初から勤務する小池光理学芸員は話します。平塚市美術館では、学芸員が足で稼いだ成果によって、これまでにない展覧会を作ったり、展示品の借用費用を抑えたりしています。開館から20年間で築いてきた信頼関係で、ほかの美術館で公開されたことのない作品を借りることができています。
　学芸員の真剣勝負は、展覧会の開催直前まで続きます。作品の展示方法について、作家や館長と一緒に、来場者が作品を楽しめるように議論を重ねます（写真②）。

　「限られた時間の中で準備を進めなければなりません。調整役となるのが難しいですね」と、小池学芸員。どこまでもこだわりたくなる中でも、冷静さは失わないようにしているそうです。

　こうして、新しい企画の展覧会が、学芸員の熱意から生まれています。




◆ワークショップが来館のきっかけに

　平塚市美術館はワークショップに力を入れています。展覧会の内容に関連したもののほかにも、定期的に開催する人気のワークショップがあります。

　小さいお子さんがいるお父さん・お母さんは、美術館から足が遠のいてしまいがち。ベビーアート（右写真）という1歳～2歳3か月のお子さんと保護者を対象にしたワークショップでは、美術館の広いアトリエを使い親子で楽しい時間を過ごすことができます。また、江戸の伝統紙細工・紋切り講座（次写真）では、七夕飾りを作り、参加者の作品を美術館のテーマホールに展示して、七夕まつりの期間中に来館した方に楽しんでもらいました。

　赤ちゃんから大人まで、内容もさまざまに開催するワークショップの予定は、美術館のウェブなどでご確認ください。


[image: 伝統紙細工の技法を使った七夕飾り]



[image: 江戸の伝統紙細工・紋切り講座]

▲「江戸の伝統紙細工・紋切り講座」　伝統紙細工の技法を使った七夕飾りは、意外な形がとてもおしゃれ。



◆美術館の活動を応援しませんか

　活動を通して心の豊かさなどを育む、湘南フレンズ倶くらぶ楽部の会員を募集します。美術に関心がある方が集まり、交流も深めます。美術館ボランティア、トークサロンの開催、会報の発行などをします。年会費一般2000円ほか。入会を希望する方は、美術館　電話：0463-35-2111へ。



[image: 特集展アーティストin湘南Ⅱの準備]



特集展　アーティストin湘南Ⅱ

髙良眞木（こうらまき）・内田あぐり・石井礼子

11月27日（日）まで


　湘南にゆかりのある作家の作品展です。この機会に、個性あふれるアーティストの作品をどうぞお楽しみください。

観覧料　200円。高校生と大学生は100円



[image: 石井礼子「私の周囲（忙しい日Ⅰ）」]

▲石井礼子「私の周囲（忙しい日Ⅰ）」2002年




[image: 髙良眞木「青年・キンセンカ」]

▲髙良眞木「青年・キンセンカ」1957年



20年のあゆみ


平成3年

3月25日　美術館開館

3月26日～5月5日　開館記念「スイス　プチ･パレ美術館名品展タルコフとエコール･ド･パリの画家たち」（来館者数3万
8911人・歴代2位）




平成4年

3月20日～4月19日　市制60周年記念「風外慧薫（ふうがいえくん）作品展」




平成8年

11月9日～12月22日　開館5周年記念「ミレーとバルビゾン派の画家たち」（来館者数3万6774人・歴代3位）




平成13年

7月26日～9月30日　開館10周年記念「湘南の美術・光美術館建設運動から開館10周年まで」




平成14年

11月2日～12月23日　市制70周年記念「人間表現の魅力・原精一展」




平成18年

8月12日～10月1日　開館15周年記念「世界の絵本がやってきた　ブラティスラヴァ世界絵本原画展」。美智子皇后陛下がご鑑賞




平成21年

7月18日～8月30日「わたしがえらんだいわさきちひろ展」（来館者数3万9844人・歴代1位）



[image: 建設中の美術館（平成2年）]

▲建設中の美術館（平成2年）




[image: 花巻・高山・伊豆、秋の味覚が満載]



11/10（木）▶13（日）

午前10時～午後6時30分（13日は午後5時まで）

市民プラザ（紅谷町18−8）




　平塚市の友好都市である岩手県花巻市・岐阜県高山市と、市民休養の郷（さと）の静岡県伊豆市による三市合同物産展「秋の味覚市」を開催します。

　6回目を迎えた今回の物産展も、収穫したての農産物をはじめ、ご当地自慢の逸品が勢ぞろいします。ぜひ、この機会に各地の「秋の味覚」をご堪能ください。

問：文化・交流課　電話：0463-25-2520



友好都市　花巻市


東日本大震災を乗り越えて　　花巻市長大石満雄

　平塚市の皆さまには、このたびの震災に際し、たくさんのご支援を賜り、心より感謝申し上げます。花巻市は、雨にも負けず風にも負けず震災にも負けず頑張っています。これからも平塚市の皆さまとの絆を大切にしてまいりたいと思いますので、よろしくお願い致します。




　朝晩がぐっと冷え込んだおかげで、今年も市内各地で栽培するりんごが鮮やかに色付きました。

　物産展開催中の11月に収穫されるりんごの代表格といえば、「ふじ」や「王林」ですが、「シナノゴールド」も隠れた名品。鮮やかな黄色で、食感や甘酸のバランスが良く、日持ちもします。りんごの皮は栄養満点。皮ごと食べてアンチエイジングしましょう。食べ頃に熟したものを、ぜひご賞味ください。

主な販売品目　花巻りんご・アンニョンキムチ・金婚漬け・漬物・エーデルワインなど。


[image: 物産展]

▲3市の特産品が所狭しと並ぶ会場は連日にぎわいます




[image: 花巻りんご]


友好都市　高山市


　高山の風土と文化に育まれ、古くから庶民に愛され、親しまれてきた飛騨高山伝統の味。今回は、高山市内の道の駅からオリジナル商品なども登場します。

　人気の「カレーうま辛王シリーズ」やよもぎカレー、りんご・トマトジュースなどはお勧めの一品。この機会に、新しい飛騨高山の味をお試しください。

主な販売品目　駄菓子類（塩せんべいなど）・朴葉（ほおば）みそ・漬物・健康食品・
高山ラーメンなど。


[image: カレーうま辛王シリーズ]


市民休養の郷　伊豆市


　伊豆わさびは、天城山麓の標高200～600メートルの渓谷地域で栽培され、きれいな水の流れるわさび田でおよそ1～2年かけて少しずつ成長します。江戸時代中期から栽培が始まったとされ、辛味・甘味が強く、すりおろしたときの緑色が鮮やかです。できるだけ細かなおろし金で、丁寧にすりおろすと爽やかな風味を堪能できます。

　伊豆が誇る自慢の味を、ぜひお楽しみください。

主な販売品目　生わさび・わさび漬け・生しいたけ・干ししいたけなど。


[image: 伊豆わさび]
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友好都市・市民休養の郷を満喫しよう


◆高山市の友達とスノー交流をしよう

　岐阜県高山市の小学生と、スキーや雪遊びをして楽しみませんか。

　12月26日（月）～28日（水）の2泊3日。市内在住の小学校5・6年生の男女、各10人（抽選）。

問：11月4日（金）までに文化・交流課　電話：0463-25-2520 へ。




◆天城の秋ツアー

　静岡県伊豆市を訪れます。11月3日～27日の木・日曜日に出発。2泊3日（6食付き）。熱海駅集合・解散。各日20人（先着順）。1万5,000円。修善寺（次写真）・踊り子歩道・滑沢渓谷・昭和の森・浄蓮の滝・出会い橋などの散策や、ミカン狩りなど。

募：天城ふるさと広場　電話：0558-87-1050へ。



[image: 修善寺]




湘南国際マラソン交通規制を行います

11月3日（祝）午前8時～午後3時45分


　午前9時のフルマラソンスタートなどに合わせて、西湘バイパス西湘二宮Ｉ.Ｃ.～国道134号江の島入口の上下線、新湘南バイパス茅ヶ崎西Ｉ.Ｃ.～茅ヶ崎海岸Ｉ.Ｃ.の下り線が日中、通行止めになります。交通規制の時間は場所により異なりますので、下の地図でご確認ください。コース周辺の道路は混雑が予想されるため、国道1号など、ほかの道路にう回をお願いします。

問：湘南国際マラソン実行委員会　電話：0463-70-6667


[image: 地図]
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公民館フェスティバル


　各公民館で活動している団体が、日頃の活動の成果を発表します。会場は中央公民館です。

作品展示　10月28日（金）～30日（日）は、中央公民館と東・北ブロック公民館で活動する団体の展示。11月4日（金）～6日（日）は、南・西ブロック公民館で活動する団体の展示。午前9時～午後5時（最終日は午後4時まで）。

芸能発表　11月5日（土）・6日（日）、午前10時～午後5時30分。

お茶会　11月6日（日）午前10時～午後3時。

問：中央公民館　電話：0463-34-2111





市役所臨時駐車場のご利用を


　市役所南駐車場の閉鎖に伴い、来庁者用の臨時駐車場を美術館と平塚警察署の間の敷地に開設しています。車で来庁の際は、臨時駐車場をご利用ください。

　閉庁日は、駐車場の利用はできません。

問：庁舎建設室　電話：0463-21–9608・財産管理課　電話：0463-21–8763


[image: 市役所臨時駐車場地図]




[image: まちの話題写真リポート]

今号からまちの話題を追った写真リポートをスタートします


環境保全や地域交流も-横浜ゴムを市長が訪問-


　横浜ゴム平塚製造所を、落合克宏市長が訪問しました。

　敷地は約7万坪（東京ドーム5.5個分）で、従業員は約2,500人。平塚の研究開発部門は、国内外の工場で作られる製品の設計や開発などを担い、世界的なシェアを誇る製品も開発してい
ます。

　横浜ゴムの売り上げは、約8割がタイヤ関連ですが、平塚では現在、タイヤを製造していません。製造しているのは、タンカーへ油を送るホースや航空部品など。ボーイング737の化粧室ユニットは、全て平塚で組み立てられています。

　環境保全活動では、温室効果ガスや廃棄物の削減に加え、ドングリ集めから植樹までを自前で行う「千年の杜（もり）」プロジェクトを進めています。敷地内ではさまざまな苗木が育てられ、国内外の植林にも使われています（写真）。

　また、地域との交流では、立野町や浅間町自治会、平塚盲学校と防災協定を締結。定期的に訓練を実施しています。

　11月12日（土）には、地域の方々と敷地内に植えた苗木の成長を見て楽しむ千年の杜イベントも計画されています。


[image: 「千年の杜（もり）」プロジェクト]


恒例の1000面打ち


　第16回湘南ひらつか囲碁まつりが10月9日、紅谷パールロードなどで開かれました。「1,000面打ち」には、6歳～90歳の約1,000人が参加。北は岩手県、南は沖縄県から訪れた囲碁愛好家が、72人のプロ棋士との対局を楽しみました。


[image: 第16回湘南ひらつか囲碁まつり「1,000面打ち」]


4年連続は平塚だけ


　平塚海岸でアカウミガメの産卵・ふ化が、4年連続で確認されました。新江ノ島水族館の研究者は「2007年から相模湾でウミガメの調査をしているが、4年連続でふ化を確認したのは平塚海岸だけ。ウミガメが産卵できる貴重な自然が残っていると考えられる」とコメントしています。

　今年は、7月7日に市民からの連絡を受け、市職員らが産卵を確認。人の利用が多い場所だったため、人の利用が少なく、波の影響の小さい場所へ産卵巣を移植しました。その後、観察を継続。9月8日に産卵巣付近で子ガメの足跡を確認したため、その前後にふ化・脱出したと考えられます。

　9月16日に産卵巣を確認したところ、ふ化・脱出が終わり、85匹が海に帰ったことが確認されました。

　来年以降の産卵にも期待が高まります。


[image: 相模湾でウミガメの調査を行う、新江ノ島水族館の研究者]


米作りを支える


　10月11日、片岡ライスセンターを落合克宏市長が訪問しました。

　ライスセンターは、水田作業を請け負う組織で、市内に2か所あります。後継者不足などにより、いずれも年々請け負う面積が増えています。片岡ライスセンターは、13人の組合員で今年は約39ヘクタール（約130戸）を受託。平塚の米作りを支えています。


[image: 片岡ライスセンター]


「命の大切さ」を啓発


　自殺予防啓発街頭キャンペーンが9月15日、平塚駅周辺で実施されました。

　参加した浜岳中学校美術部は、命の大切さや、人と人との絆をテーマに、自殺予防啓発ポスターも制作。平塚駅北口地下広告板に来年3月まで掲示されています。

　市では平成20年に、全国の自治体に先駆けて「こころと命を守る条例」を施行しました。これを受けて、「こころと命のサポート事業」を進めています。


[image: 自殺予防啓発街頭キャンペーンに参加した浜岳中学校美術部]


連携して盛り上げる


　9月24日、平塚駅南口周辺で4つのイベントが開かれました。村井弦斎まつり、市民活動センターまつり、消費生活展、SunSun（サンサン）マルシェ（写真）です。

　SunSunマルシェは、野菜や花、雑貨などの市場。通常は毎月第2日曜日の開催ですが、今回は日程を追加して子ども祭りを開催。ミニコンサートなどを開きました。

　4つの会場は歩いて5分ほどのエリアにあり、複数の会場を巡る家族連れの姿も見かけました。


[image: SunSunマルシェ]




[image: 知っとこ！防災]

No.1　11月5日は津波防災の日



津波避難に役立てて




　津波避難は「遠い所より高い所へ」が基本です。海抜表示板は、より高い場所への避難に役立てていただくための標識です。

　10月末までに、ＪＲ東海道線と国道1号の間や避難所の近くにある電柱に合計90枚を増設します。これにより、市内の海抜表示板は全部で180枚になります。また、市ウェブに地図付きの海抜一覧を11月から掲載します。

問：防災危機管理課　電話：0463-21–9734



[image: 海抜表示板]



[image: 市長コラム]

ローレンス市を訪問


　10月3日から8日まで、アメリカ合衆国カンザス州ローレンス市を訪問してきました。

　ローレンス市とは1990年に姉妹都市提携を結びました。提携20周年を記念して昨年、ローレンス市からシティコミッショナーのマイク・デバーさんなど18人の訪問団が平塚を訪れています。今回は、その答礼を含めて、市国際交流協会の会員8人を含め、計13人でローレンス市を訪問しました。

　両市は姉妹都市の提携以来、ほぼ5年ごとに公式訪問団を相互に派遣しています。また、青少年や大学生の交流なども毎年実施しています。今年もローレンス市青少年訪問団の14人が平塚市を、平塚市からは中高校生18人がローレンス市を訪れています。

　私たちの訪問では、ローレンス市、カンザス大学、ハスケル大学の皆さんなどに大変お世話になりました。特に、フレンズ・オブ・ヒラツカをはじめとする交流団体による温かい歓迎に心を打たれました。ホームステイでお世話になったホスト・ファミリーのお気遣いにも感謝しています。

　ローレンス市役所や市議会への公式訪問では、市長や市議会、行政の役割や組織が、日本と大きく違うことに改めて考えさせられました。また、市議会開会冒頭に、たくさんの傍聴者の前であいさつをさせていただいたことを光栄に感じました。

　今回の訪問を通して、改めて両市の絆を実感するとともに、今後もさまざまな分野で協力、連携していきたいと思いました。


[image: ]

▲両市の交流に尽力された故アンドリュー椿・カンザス大学名誉教授の墓前に、妻のリリイさんと献花


平塚市長

[image: 自筆書落合克宏]




応募方法



■問：問い合わせ　募：応募方法

■必要事項とある場合、

　郵便番号・住所・氏名（ふりがな）・電話番号をご記入ください。

■市役所への郵便物は、〒254-8686平塚市役所○○課で届きます。

■募集開始日の記載がない場合、10月24日（月）午前8時30分から受け付けます。

■メールで応募する場合@以下に

　city.hiratsuka.kanagawa.jpを付けてください。


[image: 応募方法]



募集


市の嘱託員として働きませんか


　詳しい応募条件などは、市のウェブをご覧ください。

　①看護師②介護認定事務員③保育士④保育園給食調理・用務作業員。各1人。1次試験は10月29日（土）午前9時30分～11時30分。教育会館。採用は12月1日以降。

募：市役所本庁舎3階の職員課　電話：0463-21-8762や市のウェブなどにある受験申込書を10月25日（火）までに本人が直接同課へ。



市営住宅の入居者


　応募多数の場合は抽選です。戸数が変更になることがあります。

申し込み資格　次のすべての条件を満たす方①20歳以上または既婚②平塚市に1年以上住民登録・外国人登録をしている③収入が基準額以内④住宅困窮理由として市で定めるいずれかの条件に該当している⑤市税などの滞納がない⑥申込者または同居しようとする親族が暴力団員ではない⑦夫婦や親子主体の家族である。単身世帯は⑦を除く。

入居募集住宅【一般世帯用（2人以上）】虹ケ浜2戸、龍城ケ丘4戸、東中原6戸、田村宮の前1戸、万田貝塚2戸、万田小向2戸。【単身世帯用】東中原3戸。

入居予定日　平成24年3月1日（木）。

募：市役所本庁舎1階案内窓口や駅前窓口センター・公民館などで、10月21日（金）から配る募集のしおりにある申込書を11月9日（水）～11日（金）に市役所南附属庁舎2階Ｅ会議室へ。お問い合わせは東急コミュニティー平塚市営住宅サービスセンター　電話：0463-74-4005へ。



広告で市民へＰＲしませんか


　平成24年度に発送する納税通知書（約18万9000部）の封筒に掲載する広告を募集します。詳しくは、市のウェブをご覧ください。

　裏面4枠（1枠のサイズは縦40ミリメートル×横90ミリメートル）。1枠あたり7万円。

募：11月21日（月）までに市税総務課　電話：0463-21-8769へ。



子ども花Ｈａｎａ教室


　植栽とこけ玉作りをします。

　11月19日（土）午前10 時～正午。青少年会館。小・中学生20人（抽選）。1000円。保護者の見学可。

募：はがき・ファクス・メールまたは直接、教室名・必要事項・学年を10月31日（月）までに〒254-0041浅間町12-41青少年課　電話：0463-32-7029　FAX：31-1441　メール：seishonen@へ。



講演会　おとうさんも考えよう我が家の家計予算


　生活に家計簿を取り入れてみませんか。

　11月11日（金）午前10時～正午。中央公民館。150人（先着順）。300円。

募：平塚友の会　電話：0463-59-1997（受け付けは月～金曜日、午前10時～午後4時）。



女性のタイムマネジメント講座


　仕事もプライベートも充実させるためのスキルを身に付けましょう。

　11月13日（日）午前10時～正午。市民活動センター。女性30人（抽選）。未就学児の保育があります。

募：電話・はがき・ファクス・メールで、必要事項・保育の有無を11月4日（金）までに人権・男女共同参画課　電話：0463-21-9861　FAX：21-9736　メール：danjo@へ。



子育て支援の会員


　地域で子育てのお手伝いをしませんか。

①説明会（自由参加・申し込み不要）

　10月25日（火）午前10時～10時30分、または午後2時～2時30分。教育会館。

② オリエンテーション（参加必須）

　福祉会館。いずれかの回で参加してください。

　11月10日（木）・11日（金）、午前10時～11時30分・午後1時30分～3時。

③講習会（参加必須）

　11月18日（金）・21日（月）・25日（金）、午前9時30分～午後0時30分。保健センター。

募：②③は郵送または直接、10月31日（月）までに〒254-0084南豊田381ファミリー・サポート・センター　電話：0463-34-7844や公民館などにある申込書を同センターへ。


[image: 子育て支援]


メンタルヘルス講座


　ストレスとの上手な付き合い方を学びます。講演会後に、個別相談もできます。

　11月12日（土）午後1時30分～4時。市民活動センター。50人（先着順）。未就学児の保育を先着6人まで受け付けます。

募：電話・ファクス・メールで、必要事項を市民活動センター　電話：0463-21-7517　FAX：22-3701　メール：hira-sc@mb.scn-net.ne.jpへ。保育を希望の方は10月29日（土）までに同センターへ。



市民の1日図書館員体験


　普段は入れない書庫を見学。図書館の便利な活用法も学びます。

　11月11日（金）・12日（土）、午前10時～午後4時。中央図書館。高校生を除く市内在住の18歳以上の方、各日6人（抽選）。

募：はがきで、講座名・必要事項・希望日を10月30日（日）までに〒254-0041浅間町12-41中央図書館　電話：0463-31-0415へ。図書館にある申込書でも応募できます。



市民アカデミーと市民大学講座


　高校生を除く18歳以上の方（定員を超えた場合は市内在住の方を優先）。中央公民館。300円。①～③は市民アカデミー④⑤は市民大学講座。交通費などは実費負担。

①思い出の話、昔の話を聞いて、書いて、まとめてみよう　11月11日～平成24年3月23日の金曜日、午後2時～4時、全8回。40人（抽選）。

②年中行事・節供（せっく）の菓子とは何か　11月18日～平成24年3月16日の金曜日および2月2日（木）、午後2時～4時。全7回。40人（抽選）。市内の和菓子店探訪ツアーを2回予定。

③部屋を彩るカワイイ雑貨をつくる　11月21日～平成24年3月19日の月曜日、午後1時30分～3時30分、全5回。18人（抽選）。3000円。

④暮らしの道具学　11月8日～平成24年3月6日の火曜日、午後2時～4時、全8回。40人（抽選）。

⑤ 骨こつとう董・骨董市は楽しい！　11月17日～平成24年3月8日の木曜日、午後2時～4時、全7回。40人（抽選）。骨董市の見学を2回予定。

募：はがきで、講座名・必要事項を①②④は10月29日（土）③⑤は11月7日（月）までに〒254-0047追分1-20中央公民館　電話：0463-34-2111へ。



湘南ひらつか子ども囲碁大会


　段・級位別のリーグ戦をし、対成績で段・級位の認定もします。

　段・級位によって、12月10日（土）午前9時45分～午後1時30分か、11日（日）午前9時45分～午後3時。市民センター。市内または近隣市町に在住・在学の中学生以下の方。10
00円。

募：はがきで、必要事項・年齢・学校名・学年・囲碁の段または級位・子ども囲碁教室へ通っている方は教室名を11月29日（火）までに〒254-0045見附町15-1文化スポーツまちづくり振興財団文化事業課　電話：0463-32-2237へ。


[image: 湘南ひらつか子ども囲碁大会]


里親講座


　里親の体験談を聞きませんか。

　11月5日（土）午後1時30分～3時30分。心泉学園（中郡二宮町二宮98）。

募：電話・ファクスで、必要事項・未就学児の保育の有無を10月28日（金）までに県中央児童相談所　電話：0466-84-1600　FAX：0466-84-2970へ。



講演会　ビオトープ～地域の生きものたちがくらす場所～


　11月16日（水）午後1時30分～4時。中央公民館。80人（抽選）。

募：電話・はがき・ファクスで、必要事項を11月7日（月）までに〒254-0073西八幡1-3-1かながわトラストみどり財団湘南地区推進協議会事務局　電話：0463-22-2711　内線2213　FAX：24-3608へ。



まちづくりわいわい塾


　大学教授の講演や企業の見学を通じて、市の用途地域を学びませんか。

　12月3日（土）午後1時15分～4時30分。横浜ゴム平塚製造所（追分2-1）集合・解散。市内在住・在勤・在学の方20人（抽選）。

募：はがき・ファクス・メールで、必要事項・年齢を11月4日（金）までにまちづくり政策課　電話：0463-21-8781　FAX：23-9467　メール：machi-s@へ。




市民文芸「冬の部」の作品


　応募作品は平成24年3月に発行の「市民文芸」に掲載。市内在住・在勤・在学の方。楷書で記入した未発表の作品に限る。応募作品は返却しません。

俳句部門　題目は「凩こがらし」「酉とりの市」。3句まで。

川柳部門　題目は「育てる」。表現は自由で、3句まで。

短歌部門　題目は自由。2首まで。

現代詩部門　題目は自由。800字以内。1編まで。

募：はがき（現代詩は原稿用紙を封書）・ファクス・メールで、部門名・必要事項を部門ごとに、11月18日（金）までに〒254-8686豊原町2-21社会教育課　電話：0463-35-8123　FAX：34-5522　メール：k-shakai@（メールの場合、タイトルに部門名を付ける）へ。



成人式のステージ発表者


　平成24年1月9日（祝）の成人式で、ステージパフォーマンスをする新成人5組を募集します。詳しくは、市のウェブをご覧ください。

募：青少年課　電話：0463-32-7029





ひらつか花アグリ収穫祭


　10月22日（土）～30日（日）。連携イベントとして3施設を巡るクイズラリーもします。




花菜（かな）ガーデン（寺田縄496-1　電話：0463-73-6170、次写真）オータムローズフェスティバル　11月20日（日）まで。地ビールフェア　10月22日（土）・23日（日）。あつめ市　10月30日（日）。




あさつゆ広場（寺田縄424-1　電話：0463-59–8304）　収穫イベント　10月22日（土）・23日（日）。




農の体験・交流館（寺田縄457-5　電話：0463-58-5201）　大収穫祭　10月30日（日）午前10時～午後3時。農作物・料理持ち寄りコンテストや親子収穫体験なども開催します。




◆市民農作物栽培講習会「野菜づくりに大切な土と肥料」

　11月5日（土）午前10時～正午。花菜ガーデン。市民農園や家庭菜園などで農作物を栽培している方60人（先着順）。500円（花菜ガーデン入園料）。

募：農水産課　電話：0463-35-8102



[image: 花菜ガーデン「オータムローズフェスティバル]




[image: 元気発見！！！まちの元気を紹介します「平塚から世界の”なでしこ”へ]


　「2人で日本代表のピッチに立つことができ、幸せでした」と目を輝かせるのは、学生の国際競技大会であるユニバーシアードの女子サッカー代表の大滝麻未（あみ）さん（写真左）。鈴木薫子さん（写真右）とともに、港小学校出身の2人の同級生フォワードが、日の丸を背負い、世界の舞台で戦いました。

　8月に中国の深圳（しんせん）で行われたユニバーシアードでは、大滝さんがカナダ戦で3点を奪い、代表戦で自身初のハットトリックを記録するなど、6試合で8得点を挙げ大会得点王になりました。日本は決勝まで進出し、2大会連続の準優勝でした。

　全日本の女子代表である、なでしこジャパンを目指す2人は、平塚を離れ、別々のチームで練習しています。でも、地元が大好きという2人は、平塚に帰ってくると、それぞれ海の近くをランニングすることもあるそうです。

　「平塚にはお世話になった人が大勢いるので、サッカーを続けることで恩返しをしたい」と鈴木さんは力強く語ってくれました。
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▲胸には銀メダルが輝く




お知らせ


市県民税の課税対象


　雇用形態がパート・アルバイトを問わず、年間（1月～12月）の給与収入が100万円（所得で35万円）を超えると課税されます。所得税は、年間の給与収入が103万円（所得で38万円）までは課税されません。

問：市民税課　電話：0463-21-8766



住民実態調査の結果


　平塚市総合計画に掲げる5つの基本目標の達成状況について、市民の意識や実態などを調査しました。

　結果は11月4日（金）から市役所本庁舎1階の市政情報コーナーや市のウェブなどで閲覧できます。

問：企画課　電話：0463-21-8760



子ども手当が変わります


　現在、手当を受給している方も含め、中学校卒業前（15歳になった後の最初の3月31日）までのお子さんを養育している方は、必ず申請してください。10月以降に市内に転入した方やお子さんが生まれた方は15日以内に手続きしてください。

支給金額（一人当たりの月額）　0歳～3歳未満は1万5000円。3歳～小学生は1万円（第3子以降は1万5000円）。中学生は1万円。

申請方法　現在、手当を受給している方には、10月下旬に申請書類を送ります。

問：こども家庭課　電話：0463-21-9844



菊花展と菊花コンクール


　10月30日（日）～11月13日（日）、午前9時～午後4時。総合公園平塚のはらっぱ。

問：商業観光課　電話：0463-35-8107
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測量作業を実施します


　道水路などの境界確定図を整備するため、10月21日～平成24年3月31日に官民境界等先行調査をします。境界確定済み地域のため、立ち会いの必要はありません。

問：土木調整課　電話：0463-21-9847



震災復興支援コンサート


　ジャズシンガーＭＡＹＡらが出演するチャリティーコンサートです。

　10月30日（日）午後6時開演。西部福祉会館（公所868）。市内在住の方（中学生以下は保護者同伴で）。

問：西部福祉会館　電話：0463-50-5525



わたしたちの絵画展


　子どもたちが市内の街並みや緑、新幹線などを描きました。

　11月3日（祝）～6日（日）、午前9時30分～午後4時30分（6日は午後3時まで）。美術館市民アートギャラリー。子ども用の缶バッジ作成体験コーナーもあります。

問：まちづくり政策課　電話：0463-21-8781



バスケットボール　ｂｊリーグ


　横浜ビー・コルセアーズVS新潟アルビレックスＢＢ。11月3日（祝）午後3時開始。総合体育館。

問：総合公園管理事務所　電話：0463-35-2233



いいもんひらつか魅（み）つけ市


　各店の一押し商品を販売します。

　11月6日（日）午前11時～午後4時。荒天時は13日（日）に延期。平塚駅北口中心商店街。

◆商業写真展　11月3日（祝）～8日（火）、午前10時～午後6時30分（8日は午後3時まで）。市民プラザ。

　詳しくは、平塚商業まつり実行委員会のウェブ（ http://www.shokonet.or.jp/hiratuka/syogyomaturi/top.htm）をご覧ください。

問：商業観光課　電話：0463-35-8107



学童まつりに来ませんか


　模擬店や交流発表会・学童保育相談コーナーなどがあります。

　11月6日（日）午前10時～午後2時。青少年会館・文化公園（浅間町12-41）。

問：青少年課　電話：0463-32-7029



秋の特設相談会


　国への意見や要望、人権問題の相談などを受け付けます。相談員は行政相談委員と人権擁護委員です。

　11月1日（火）午後1時～4時。市役所南附属庁舎2階Ｅ会議室。

問：市民情報・相談課　電話：0463-21-8764



サロンdeＷＩＮＥ


　地域企業と住民・大学を結ぶまちづくりのシンポジウムです。小・中学生と高校生による「わたしたちの提案」と、シンポジウムをします。

　11月12日（土）午前10時～午後5時。平塚商工会議所（松風町2-10）。

問：産業振興課　電話：0463-21-9758



愛犬の飼育相談・しつけ教室


　10月29日（土）・30日（日）、午前10時～正午および午後1時～3時（受け付けは午前9時から）。四之宮総合グラウンド。災害救助犬訓練もします。

問：ジャパンケネルクラブ神奈川ブロック訓練士協議会の中口　電話：090-3548-2248





10月納期の市税・手数料


①市県民税（第3期）

②国民健康保険税（第5期）

③後期高齢者医療保険料（第4期）

④介護保険料（第5期）

⑤清掃し尿従量手数料（第7期）

納期最終日　10月31日（月）




◆問い合わせ先

①市税総務課　電話：0463-21-8769

②③保険年金課　電話：0463-21-8775

④介護保険課　電話：0463-21-8790

⑤環境業務課　電話：0463-21-8796





[image: 湘南ベルマーレの試合日程]


　10月22日（土）は平塚市民デー。市内在住・在勤・在学の方は自由席大人1,500円など。

前売り券　自由席大人2,500円、小中学生・高校生・シニア800円など。チケットはコンビニなどで販売。


[image: 試合日程表]




健康と福祉


くすの木体操講習会


　いずれの会場も午後1時30分～3時。持ち物は室内用運動靴・バスタオル・ハンドタオル・飲み物。①吉沢公民館（上吉沢395）10月25日（火）②なでしこ公民館（撫子原12-54）11
月11日（金）。

問：健康課　電話：0463-55-2111



福祉フェスティバル


　10月30日（日）午前10時～午後3時。総合公園平塚のはらっぱ。福祉関係団体などの展示。心身障がい児者レクリエーション大会を同時開催。

問：福祉会館　電話：0463-33-0007



健康ボランティア入門


　11月6日（日）午後1時30分～3時30分。市民活動センター。60人（先着順）。動きやすい服装で。

募：市民活動センター　電話：0463-21-7517



11月のアリーナ無料開放日


　11月14日（月）午前9時～午後5時。バレーボール・卓球など。

問：ひらつかアリーナ管理事務所　電話：0463-25-0011



スポーツの秋は体を動かそう


健康ウオーキング　11月8日（火）午前9時30分～午後0時30分。当日午前7時頃のＮＨＫの天気予報で、降水確率が50％以上の場合は順延。湘南海岸公園集合・解散。約7キロメートル。持ち物は飲み物・タオル・帽子・雨具、お持ちの方は歩数計。

ウオーキング教室　いずれの会場も午後1時30分～3時。持ち物は室内用運動靴・バスタオル・タオル・飲み物。①松原公民館（八千代町2-23）11月17日（木）。講師は湘南ベルマーレスポーツクラブ②大原公民館（大原1-15）11月21日（月）。

問：健康課　電話：0463-55-2111



転倒骨折予防教室


　11月10日～12月22日の木曜日、午前10時～正午、全7回。西部福祉会館（公所868）。市内在住の65歳以上で、介護保険の認定を受けていない方15人（先着順）。持ち物は運動着・室内用運動靴・タオル・飲み物。

募：高齢福祉課　電話：0463-21-8778



講演会　目指そう！　脳活性


　11月19日（土）午前10時～午後0時30分。東海大学医療技術短期大学（北金目4-1-2）。50人（先着順）。

募：はがき・ファクスで、必要事項・参加人数を11月11日（金）までに〒259-1207北金目4-1-2東海大学医療技術短期大学　電話：0463-58-1211　内線5412　FAX：58-4825へ。



高齢者の食生活改善料理教室


　電話または直接、会場へ応募を。

　11月15日（火）午前10時～午後1時。富士見公民館（中里11-21　電話：0463-31-2256）。市内在住の65歳以上の方20人（先着順）。300円。持ち物はエプロン・三角巾・布巾。
問：高齢福祉課　電話：0463-21-8778



家族介護教室と介護者交流教室


　高齢者を介護する市内在住・在勤の方、または市内在住の高齢者を介護する方が対象です。

①ベッドの上での介助など　11月19日（土）午前10時～正午。ニチイ学館（宝町3-1）。15人（先着順）。

②人にやさしい介助とおむつの当て方・選び方　11月26日（土）午後1時15分～3時。市民病院（南原1-19-1）。20人（先着順）。

③和菓子作り体験教室　11月18日（金）午前10時～午後4時。味楽庵（みらくあん）（足柄下郡湯河原町宮上230）。20人（先着順）。持ち物は飲み物・タオル・上履き（サンダル不可）。2000円。

④フラワーアレンジメント教室　11月20日（日）午前10時～午後3時15分。ザ・ウィングス海老名（海老名市中央1-17-10）。20人（先着順）。1500円。

募：①は午前9時以降にニチイケアセンター平塚　電話：0463-25-6251②はひなたぼっこ　電話：0463-33-2511③は直心（じきしん）館中西道場ＭＰＣ　電話：090-2908-7674④はサンレジデンス湘南　電話：0463-54-7007へ。



年末慰問金などを支給します


①年末慰問金　市内在住で次のいずれかに該当する方。ⓐ生計が困難な世帯で生活保護を受けていないⓑ在宅重度の障がい児者（身体障がい者手帳1・2級、療育手帳Ａ1・Ａ2、精神障がい者保健福祉手帳1級）。

②一般遺児激励金　平成5年4月2日以降に生まれ、両親または一人親と、病気などで死別した方。

③交通遺児見舞金（事故発生時）　平成4年4月2日以降に生まれ、両親または一人親と、交通事故で死別した遺児がいる世帯。

募：①②は10月31日（月）ま